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学校教育目標（菊鹿小中学校）      

「ふるさとを愛し、夢の実現に向けて 

挑戦し続ける児童生徒の育成」 

菊鹿小スローガン 

                             ～学び合い 伝え合い 菊鹿愛～ 

                                文責（校長 早田 宗生） 

いよいよ、６年生の卒業式が明日になりました。寂しくなり

ます。３月はお別れの季節です。卒業式には在校生は４、５年

生のみの参加となりますので、８日（金）に全校でお別れ集

会・遠足を行いました。体育館でのお別れ集会では、各学級か

ら、６年生へ向けたお礼や感謝の気持ちを伝えるため、この日

に向け練習してきたことを元気よく伝えてくれました。学習し

てきたことと関連付けて発表する様子は、小さな学習発表会で

した。１年生のダンスはつい、「じいちゃん目線」で見てしま

い、かわいさ満点でした。６年生もプレゼントされた飾りをい

っぱい付けてもらいうれしそうでした。 

お別れ遠足として、あんずの丘に移動し、みんなで遊んだ

後、縦割り班でお弁当を食べました。久しぶりのお弁当でした

が、この日は「お弁当の日」として、自作、できるだけ自作や

手伝ってもらいながら作ったお弁当を持ってきていました。家族の温かい愛情も伝わってきました。解散前にはみんなで清掃活動を

しました。なお、６年生は後日改めてあんずの丘周辺の清掃活動をしてくれました。 

今年も本校児童が「総合的な学習の時間」（以下「総合学習」）に、山鹿子ど

も出版社の前田恵美子さんたちに御支援いただきました。その成果を立派な冊

子としてまとめていただきました。全児童に配布していますので各家庭や親

戚、地域でもしっかりと御覧ください。 

この便りの写真（左右）では伝わりにくいのですが、○○記者として、児童

が取材しまとめた文章や写真が掲載されています。私も初めて知る内容があ

り、子どもの視点の素晴らしさを感じました。 

時代は「二刀流」に注目が集まっています。大人も同様ではないでしょう

か。何か主にすることがあっても、それだけをしていては通用しない、生きて

いけない。何刀流かのことをこなしています。児童の本分は学習です。学習を

通じて力を付けていきますが、その課程で人との正しい関わり方や責任感等を

身に付けていきます。総合学習にはそういった要素がたくさんあります。だからこそ、地域の御支援がと

ても貴重なものとなります。御支援の成果物として大切にしてほしいです。 

２１日（木）本年度の修了式をしました。各学年代表児童の発表、修了証授与の後で全児童向けの最後の挨拶をしました。これま

での集会等で伝えてきた「授業で勝負」「正義の味方」の他、「ル－ルをまもる」「いまからする」「てつだいをする」「しっかり・・

する」「いい顔で・・」「『ありがとう』をもらう」に込めた気持ち（種明かし）を伝えました。「種」は、【各キーワードの頭文字

を、後ろから順に、あ・い・し・て・い・る。･･･「ブレーキランプ５回点滅♪」「メットを５回ぶつけ♪」に＋１です。】（昨年度分

は、学校ホームページ内の学校便りを御覧ください）保護者間も子どもたちの未来をつくる組織としてつながっていきましょう。 

１年間、御愛読ありがとうございました。次年度の新体制での菊鹿小も引き続き御支援いただきますようお願いします。 

菊鹿愛 
お別れ集会・遠足  

伝えたかったことは･･ 


